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研究・調査
成果概要

【実施内容】
・2020／7月キックオフ、各自テーマ出し
・2020／7～9月　各自調査、その間メール、チャット、WEB会議にてディスカッショ
ン
・2020／9、10月　各自ドキュメント作成
・2020／11月　認識あわせのために、WEBセッションの実施
・2020／11月　ＩＴＣ千葉セミナーにて中間発表を実施
・2021／1月　各自ドキュメント作成、完成
・2020／2月　ＩＴＣ千葉セミナーにて成果報告を実施
・2021／3月　有識者（大学院教授）によるドキュメントレビュー、WEBセッションの
実施
・2020／3月　発表資料作成、報告

【研究サマリ】
・本報告書では、最初に共通テーマとして「IT利活用と法律等の社会制度」と題し
て、各自最新技術の発展に追随する法規制などの状況を調査していたが、最新
技術である「AI・ロボット」の調査を進めるに従い、法規制の前に、その前提とし
て、AIとはどのような物で、どのような形で社会に影響を与え、課題に応えていく可
能性があるかを調査研究のテーマとする事とした。

・1つ目のテーマとして、これまでどのようにしてAIが研究・開発されてきたかといっ
たAIの成り立ち、ＡＩが出した結果に対する信頼性やそれに関する社会的課題をま
とめている。次に、2つ目のテーマとして、ＡＩやロボットが社会に広く普及するように
なると、労働や社会保障にどのような影響を与えるかについてまとめた。
・最後に、最新技術の具体的な利用事例として、ブロックチェーン／スマートコント
ラクトの事例や法規制などについてまとめている。
・ＡＩやロボットは技術的にも社会的にも発展の途上にあり、中小企業であっても、
リスクにもビジネスチャンスにもなりうる状況である。引き続き動向を注力していく
必要がある。

・テーマ研究報告書　　2020テーマ研究報告書2021.3.29版成果物
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